第19回　小山市地域公共交通会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：平成25年5月28日　10:00～11:10
　□会　　場：小山市役所本庁舎３階　大会議室
　□出 席 者：大久保（市長）、大山、中島、生沼、中山（以上、２号委員）、島田、鉢村（以上、３号委員）、西根、砂川、椎橋、松沼、川又、古川、山下（以上、４号委員）、小塚（５号委員）、堀、青山隆男、青山行夫（代理　大沼）（以上、７号委員）、本田（８号委員）、永井（９号委員）、大森、大森、間中、福田（代理　亀山）（以上、10号委員）
　□内　　容：

（1）平成24年度運行状況について（報告）
（2）事業評価について(協議）
（3）運行契約更新について（協議）
（4）その他
議案審議に先立ち、新委員への委嘱状交付が行われた。

また会長に大久保委員（市長）が、副会長に生井委員（市議会議員）、永井委員（学識経験者）が選出された。

■議事要旨

（1）平成24年度運行状況について（報告）
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、これに対する質疑はなく了承された。
・平成２４年度の各路線の運行状況（利用者数、補助金額、その他）は配布資料の通りである。全体として経費削減の取り組みの効果が現れており、収支率の改善につながっている。

・路線型については、継続的な改善策等の効果が現れてきており、概ね良好に推移している。

・デマンド型については、路線ごとの変動はあるものの運行実績は伸び悩んでおり、周知度、理解度、利便性などの向上を図るために、地元説明会などを含めた改善策の検討と実施を継続している。

（2）事業評価について（協議）
資料に基づき、以下について事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・補助事業者について

・事業実施の適切性について

・目標、効果の達成状況について

・事業の今後の改善点について

［主な質疑応答］
（委員）

特にデマンドバスが伸び悩んでいるとの報告であるが、事業者としては改善策についてどのように考えているか？
（委員）

基本的には周知がまだまだ不足していると思われるので、事務局と協力して利用促進策を進めて行きたいと考えている。
（委員）

「前日までに予約が必要」である点について、もっと便利にならないかとの声もあるようだが？
（委員）

予約時間の短縮について、検討していきたい。
（委員）

利用者の多くを占める高齢者の方々に利用しやすいバスになって欲しいと思っている。老人クラブの方々がデマンドバスを自分たちのバスだと思ってもらえるように、何か案はないだろうか？
（委員）

老人クラブで活躍している人は元気な人が多く、どうしても自家用車で移動してしまう。何らかの理由で運転が難しくなったりした人はバスを利用するようになっていくと思う。
（委員）

桑地区では利用者が少ないことから以前のバスサービスが縮小され、新たなサービスとしてデマンドバスが導入されたが予約手続きの煩雑さなどを理由にまだまだ利用者は多くないようだ。しかし公共交通の維持は大切なことなので、市としてはサービス復活と利用者の増加に向けた策を考えて欲しい。
（事務局）

予約方法の改善などを進めて利便性を高めていきたい。また、今後も継続して地元の方々の要望を聞き、改善していきたい。
（委員）

デマンドバスは乗り継ぎが面倒だという声が多いようだが、県内他市町村でうまくいっている例はないか？
（委員）

県内では芳賀町が一番うまくいっていると思うが、人口がコンパクトに集中していて効率的であるということが大きい。小山市は地域が広いというハンデがあるなかで、現在の路線型とデマンド型の組み合わせによるネットワークはうまくいっているのではないかと思う。
（委員）

県内でも多くのデマンドが導入されていると思うが、県担当課を中心に各関係者が集まって意見交換などができる場があるといいのだが？
（委員）

そのような機会を持てるように考えている。
（委員）

小山市としては１億２千万円の補助金を投入していることから、公費負担はなるべく少なくできればいいのだが。
（委員）

報告にあった「収支率の向上」が実現できた具体的な要因は？
（事務局）

再編成が完了し利用者に周知されてきたこと、通勤通学を含めた利用者が増えて来ていること、高齢化とともに高齢者の利用が増えていること、公共施設への往復や催事等における自家用車からの乗り換えが増えていること、などが挙げられる。
（委員）

事業者として、事業収支の向上や利用促進に対する考え方は？
（委員）

車両費の半分を事業者が自己負担していることが収支率に影響していること、また会社として地元に貢献している部分であることを前提として述べておきたい。

大谷地区などの長い期間関東バスを利用してきた地域の方々に、やっとコミュニティバスの周知が進んできたところである。県担当者の発言にもあったとおり、何とかうまく事業継続しており、今後も向上させていきたい。
（委員）

収支率の改善には事業者の努力による運行経費の削減も寄与している。
小山駅中央通路の完成の効果もあって、間々田線の高齢者利用が増えている。今後は、乗り継ぎ拠点や停留所のベンチ、屋根、日陰などの高齢者に優しい環境整備ができるといい。
栃木市では完全自由乗降のデマンドバスをタクシー会社が運行しているが、料金がかなり安いために本業のタクシー事業への影響は大きいようだ。利便性の追求だけではタクシーとの共存が難しくなる。
（委員）

間々田東西線沿線にある小山南高校生の利用が増えれば収入増加につながるのだがと感じている。新学期には新入生の利用が一時的に増えるが、やがて自転車利用などに移ってしまう。
同じ沿線で新設されたＪＲ研究所の通勤者に対して専用送迎車が運行されているが、ダイヤなどを工夫して協調すれば利用者の増加がはかれるのではないかと思う。

（委員）

停留所の改善を進めてもらえるといい。サイクル＆バスライドは宇都宮では何カ所か自前で設置しているところもある。

また、運行ルートがやや複雑なところがあるので、簡略化による時間短縮で利便性が向上し、利用者が増えるのではないかと思う。
（委員）

今の事業者の意見を参考に、環境整備を進めて欲しい。
（委員）

タクシーは免許返上者に対するサービスを実施しているが、バスについてもあればいいと思うが。

（事務局）

免許返納者に対して、１年間の無料パスを発行している。

（3）運行契約の更新について（協議）
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、これに対する質疑はなく了承された。
・路線バスの運行契約が平成25年９月30日で終了することから、次回更新時に業者を選定する予定であるが、その方法などについてご意見を伺いたい。

・基本的にはプロポーザル方式を採用する予定である。
・具体的な事業者選考方針を資料のとおりとりまとめた。

・企画提案においては、事業者の考える「ダイヤ改正等の取り組み並びに考え方」を含める予定である。
（4）その他
事務局より以下の報告があった。

□羽川線の花垣町に停留所を新設する件について事務局より資料の説明があり、これに対する質疑はなく了承された。

□小学生向け公共交通に関する副読本（平成25年度）の概要について、事務局より資料の説明があった。
□第３回おーバス写真・絵画コンテスト実施要領（案）について、事務局より資料の説明があった。
（以　上）

